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1 はじめにはじめにはじめにはじめに 

備品管理ツールをダウンロードいただきありがとうございます。 

このツールは、オフィスなどでエクセルや手書きの管理表などで備品を管理している部署に導入することにより、

もっと手軽に備品管理をすることを目的とした共有フォルダを使用するグループウェアです。 

部署で管理されている備品に簡単な番号をつけ、備品を借りる、返すときに、備品を借りた（返却した）ユーザの

PC から本備品管理ツール起動、備品番号を入力することで、備品管理表を更新することができます。 

 他のユーザは、自分の PC から備品管理ツールを起動することにより、同じ管理表を参照することができ、最新の

状況を確認することができます。 

このソフトウェアは、ドネーションウェアです。ドネーションウェアは、ソフトウェアの利用に際して、このソフトウェア

を利用する価値があると判断した場合に、任意の利用料を寄付いただきたいという思いのライセンス形態です。 

備品管理表を作成してから 90 日間を経過すると、カンパのお願いのアナウンスが通知されますが、 

OK を押すことで、引き続き使用が可能です。詳しくは、5 お支払いについて をご参照ください。 

 

2 ごごごご使用使用使用使用にあたってにあたってにあたってにあたって必要必要必要必要なななな環境環境環境環境 

 

 本ツールを使用するにあたり、以下の環境が必要になります。ご使用前に、ご確認をお願いいたします。 

必要な環境： 

� 備品台帳を保存する共有フォルダ、または、ファイルサーバが存在すること 

� 上記、共有フォルダ、ファイルサーバには、この備品管理ツールを使用するユーザすべてがアクセス可能

であること 

� 使用ユーザ一人一人に 1 台ずつ、占有の PC［OS: Windows※］が存在すること 

� 管理する備品すべてに入力が可能な番号を割り当てることができること 

� 「管理者のみ」CVS ファイルを変更できるエクセルやテキストエディタがインストールされていること｢推奨：

マイクロソフト社製エクセル等｣ 

※動作確認済み：Windows XP Professional SP2 

その外の Windows OS でも動作すると思いますが、当方に確認環境がありませんので確認できていません。 



 

3 使用方法使用方法使用方法使用方法 

備品管理ツールを使用する流れを説明します。 

 

3.1 備品管理備品管理備品管理備品管理ツールツールツールツールののののダウンロードダウンロードダウンロードダウンロード［［［［全全全全ユーザユーザユーザユーザがががが対象対象対象対象］］］］ 

備品管理ツールをダウンロードし、圧縮ファイル解凍し、備品管理ツールを使用する任意のフォルダに保存しま

す。 

 

3.2 備品管理備品管理備品管理備品管理ツールツールツールツールのののの起動起動起動起動［［［［全全全全ユーザユーザユーザユーザがががが対象対象対象対象］］］］ 

備品管理ツール［KBL.exe］を起動します。 

 

3.3 基本設定基本設定基本設定基本設定「「「「初期設定初期設定初期設定初期設定」」」」 

 初めて起動する場合は、基本設定を行う必要があります。アプリケーション中央左側の基本設定ボタンを押して使

用者の設定を行います。 

 



3.3.1 備品台帳備品台帳備品台帳備品台帳のののの設定設定設定設定 

3.3.1.1 備品備品備品備品台帳台帳台帳台帳のののの作成作成作成作成していないしていないしていないしていない場合場合場合場合[備品管理者備品管理者備品管理者備品管理者ののののみみみみ対象対象対象対象] 

 

初めて備品管理ツールを使用するときに 1 度のみ必要な設定です。 

以下、順番で設定を行い備品管理台帳の作成をおこないます。 

� 使用者情報の入力 

使用者情報のところに、使用する人（貴方）の名前を入力します。 

名前の入力方法に関しては、社内の備品管理者の方が規定した入力方法に従って記入します。 

ここでは、例として[総務部]テスト太郎 としました。 

 

� 変更パスワードの設定 

初めての使用で管理台帳を作成していない場合は、設定ダイアログ上の変更パスワードに 

任意のパスワードを入力し、ロック解除ボタンを押します。 

 変更パスワードは、管理者以外が直接備品管理台帳を変更させたくない場合に指定します。 

特に管理者等を設定せず、すべての使用者が勝手に直接変更しても良い場合は、空で結構です。 

（後ほど、この管理者設定の変更したい場合は、ここで設定したパスワードが必要になります。忘れないようにしてく

ださい） 

 

� 備品台帳保存先の指定 

 ファイルダイアログが表示されますので、備品管理表の保存先のフォルダを選択してください。 

※ 保存先は、すべてのユーザがアクセスできるファイルサーバや、共有フォルダにしてください。 

 

� 備品管理者の記載 

 管理者などが存在し、備品管理ツールを使用するユーザに通知したい内容があれば、ここに 



備品管理者名、内線番号などの記載をします。記入は任意です。 

 

� 備品管理資料へのパス 

 ここには、各部署で作成した備品管理に関する規約などのドキュメントがある場合は、その場所を 

登録します。登録するとツール起動後に表示される GUI の「備品管理方針を確認する」ボタン 

を押すと、ここで指定されたドキュメントを参照することができます。 

※ 備品管理資料の参照先は、すべてのユーザがアクセスできるファイルサーバや、共有フォルダにしてくださ

い。 

 

� 変更ログの記録 

 備品管理表が更新、変更されたときの変更内容を出力するか、しないか設定します。 

 変更ログは、備品管理台帳保存先フォルダに B_LOG 年月.log の形式で出力されます。 

 

� シリアル登録 

 料金をお振込みいただいた場合に、ご連絡させていただいたシリアル番号を登録します。 

 試用期間中の場合は、入力する必要はありません。 

 一度登録を行うと同じ備品管理台帳にアクセスしているすべてのユーザのシリアル登録が完了します。 

※ 新規で備品台帳を作成した場合は、再度シリアル番号を入力する必要があります。 

 

� 拡張子CSV に関連付けされたアプリケーションで編集する 

 備品管理台帳の具体的な項目を編集します。ボタンを押すとエクセル（エクセルインストール済みのとき）内容が

表示されます。 

*番号* 分類 備品名 
*使用者

* 

*貸出日

* 

*返却

予定日

(日)* 

*Memo* 
*最終更

新日* 

*最終

更新

者* 

保管場所 管理番号 
管理

者 

*最大貸

出日数* 

＊ｘｘｘ＊の形式の項目は、「必須項目」で削除できません。ただし、「*番号*」を除く列順番に関しては、変更可能で

す。 

必須項目以外に関しては、自由に削除、追加が可能です。 

※ 本ツールで変更する部分は、必須項目のみです。 

編集編集編集編集がががが終終終終わったらわったらわったらわったら、、、、保存保存保存保存ししししエクセルエクセルエクセルエクセルをををを終了終了終了終了しますしますしますします。。。。 



 

以下、エクセルでの設定例です。以下のように備品の登録を行います。＊番号＊は、備品貸出、返却時に使用しますので、なるべく簡単な値にしてください。 



 

� 台帳台帳台帳台帳のののの作成作成作成作成がががが終終終終わったらわったらわったらわったら、、、、「「「「保存保存保存保存してしてしてして終了終了終了終了」」」」をををを押押押押しますしますしますします。。。。 

� 最後最後最後最後にににに備品管理備品管理備品管理備品管理ツールツールツールツールをををを使用使用使用使用するするするするユーザユーザユーザユーザにににに、、、、本本本本ツールツールツールツールインストールインストールインストールインストールのののの指示指示指示指示とととと、、、、備品台帳保存場所備品台帳保存場所備品台帳保存場所備品台帳保存場所のののの連絡連絡連絡連絡をををを

行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

※ 最後に設定例を表示します。設定すると以下のようになると思います。シリアルは登録済みですが、試用完了

後でかまいません。 

 



 

3.3.1.2 備品台帳備品台帳備品台帳備品台帳のののの選択選択選択選択[全全全全ユーザユーザユーザユーザがががが対象対象対象対象] 

備品管理ツールを使用するための設定を行います。 

 

� ①使用者情報に貴方の名前を入力します。 

� ②備品台帳保存フォルダの選択ボタンを押して、備品管理者から連絡されている保存先を選択します。 

� ③保存して終了ボタンを押します。 

 



3.4 運用編運用編運用編運用編 

3.4.1 備品備品備品備品をををを借借借借りたときりたときりたときりたとき 

 

以下の手順で操作します。 

� マウスにて貸出を選択します（キーボードにて方向キーで選択します。次の項目に移動する場合は、TAB キー

を押します。） 

� マウスにて②に備品番号をチェックします。キーボードの入力場合で、複数入力する場合は、スペース、または、

カンマ、ピリオドでくぎります。TAB で次の項目に移動できます。 

� MEMO を入力します。任意です。ここには、備品をワタガシするときなど、誰に貸したか記載したい場合は、こ

こに記載します。備品番号を複数選択している場合は、選択されている 

項目すべてが、この MEMO 内容で登録されます。 

� 上記 3 つの状態でリターンキーを押すと、保存してアプリケーションを終了します。 

� 「指定内容で登録」「登録してアプリケーションを終了」をマウスでクリックします。キーボードでは前述のとおり、

リターンキーを押すと、保存してアプリケーションを終了します。 

※ カーソルが備品番号の枠にあたると、貸出可能な一覧表示に変わります。 

 

3.4.2 備品備品備品備品をををを返返返返すときすときすときすとき 

� 操作は貸出と同じです。違う点は、貸出を選択するのではなく、返却を選択することです。 

※ カーソルが備品番号の枠にあたると、返却可能な一覧表示に変わります。 

 



3.4.3 備品備品備品備品のののの棚卸棚卸棚卸棚卸をするときをするときをするときをするとき 

� 操作は貸出と同じです。違う点は、貸出を選択するのではなく、棚卸を選択することです。 

棚卸の使い方について、 

棚卸とは、備品がなくなっていないか確認するために、定期的に全部の存在をチェックする作業をいいます。 

貸出、返却との違いは、これらは、使用者、貸出日が更新されますが、棚卸は、最終更新者と最終更新日付のみが

更新されます。 

いつの時点まで備品があったかという記録を最終更新日付で記録しておくという機能です。 

 

3.4.4 返却返却返却返却予定日予定日予定日予定日をををを変更変更変更変更すすすするるるるとととときききき 

最大貸出日数が入力されているものは、借りたときに返却予定日が自動的に最大で入力されています。 

この値を変更したい場合は、変更したいリストの行をダブルクリックすることで変更できます。 

 

3.4.5 表示表示表示表示フィルターフィルターフィルターフィルター機能機能機能機能 

リストに表示されている項目を制限するものです。 

すべて表示：すべて表示です。 貴方の借りている・・・そのままですので、省略です。 

特殊なのは、 

選択中の項目を表示：現在、備品番号が入力されている備品のみ表示します。 

以下期間で変化の無い備品：更新日時が指定期間内に更新されていない一覧を表示します（棚卸などのときに使用

すると便利です） 

以下の条件の項目を満たすものを表示：備品管理台帳の項目ごとにフィルタリングを設定します。上記ラジオボタン

のものとは AND 条件でフィルタリングします。 

NOT は、逆条件のものを表示する場合にチェックします。 

 

3.4.6 並並並並びびびび替替替替ええええ、、、、ソートソートソートソート機能機能機能機能 

リストの項目名のところをクリックすると、並び替えが可能です。 

 

3.4.7 リストリストリストリスト表示内容表示内容表示内容表示内容ををををCSV形式形式形式形式でででで保存保存保存保存するときするときするときするとき 

� 現在リストに表示されている内容をそのまま CSV 形式で保存するときに使います。 

 

3.4.8 最新内容最新内容最新内容最新内容をををを表示表示表示表示したいときしたいときしたいときしたいとき 

エラーなどの発生でリストが、真っ白のとき、その他、他の人が更新しているかもしれないとき 

最新の状況に更新したい場合は、「更新」ボタンを押します。 

 

3.4.9 備品備品備品備品のののの貸出状況貸出状況貸出状況貸出状況ををををWEBブラウザブラウザブラウザブラウザでででで表示表示表示表示したいときしたいときしたいときしたいとき 

現在の備品台帳の内容を WEB ブラウザで表示します。 

WEB ブラウザが XML に関連付けされている必要があります。 

 

3.4.10 エラーエラーエラーエラーがががが発生発生発生発生したときしたときしたときしたとき 

以下のときなどにエラーが発生します。 

� 管理者が、基本設定画面でパスワードを入力し、ロックを解除ボタンを押下、メンテナンスモードに入った場合。

この場合、備品管理台帳へのアクセスができません。 

� 他のユーザが、ダイレクトに備品管理台帳を強引に開きアクセスできない 

� ユーザが起動している間に、管理者がメンテナンスモードで*番号*などの列の構成を変更してしまった場合 

� アクセスが集中し、5 秒間全くアクセスができない場合 

これらのときは、警告メッセージに従い操作する、アプリケーションを再起動する、または、しばらくたってからリトラ

イしてください。 

 

3.4.11 ピンチピンチピンチピンチ！！！！備品管理台帳備品管理台帳備品管理台帳備品管理台帳がつぶれてがつぶれてがつぶれてがつぶれてアクセスアクセスアクセスアクセスできないかもできないかもできないかもできないかも 

こんなことが無いように作成したつもりですが、この状態に陥った場合、直前に更新された備品台帳の内容が



CSV 形式で備品管理台帳の保存先と同じ 

フォルダ内に生成されています。このファイルを早くバックアップしてください。 

 再度台帳を作成する場合は、備品管理台帳の保存先フォルダをリネームするなどして、一から備品台帳を作成し、

バックアップした CSV ファイルを開き 

台帳にペーストしてください。 

 

4 免責事項免責事項免責事項免責事項 

致命的な問題は、発生しないよう作成したつもりですが、このソフトウェアによってユーザに不利益を及ぼした場合、

その責任を負いかねます｡予めご了承ください。 

また、不具合に関しましては、可能な限り修正したい思いですが、必ず対応できるとは限りません。ご了承いただ

きたくよろしくお願いいたします。 

お支払いいただいた後の返金は受け付けられませんので、ご使用の後環境で、動作確認を行った後にお支払い

をお願いいたします。 

 

5 おおおお支払支払支払支払いについていについていについていについて 

 このソフトウェアは、カンパウェアです。 

ソフトウェアの利用に際して、このソフトウェアを利用する価値があると判断した場合に、任意の利用料を寄付いた

だきたいという思いのライセンス形態です。 

ベクターでは、このソフトはシェアウェア扱いとなっておりますが、一切制限（※ただし、控えめ？なお願いが90日経

過後に表示されます）をかけておりません。 

これは、なるべく多くの人に試していただきたいのと、作者の開発環境が Windows XP のみと限られており他の

OS での確 

認ができておらず、実際に利用できることを確認してから利用料を寄付いただきたいためです。 

このソフトを使って、備品管理の効率が上がったなど、今後もお使いいただける方は、どうぞカンパ（寄付）をお願い

いたします。 

フリーにしたいところなのですが、いろいろあってピンチなのです。（汗 

【寄付方法】： 

ベクターシェアーレジから：525 円（最低価格が、500 円設定のため）別途ベクター殿への手数料 105 円が必 

要。 

振込口座：イーバンク銀行 支店名 ジャズ支店 支店番号 201 口座番号 1839609 ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳｽｹ 

金額は、一応目安として、１ライセンス=50 円と考えています。例えば、10 人の部署でご使用の場合は、 

50 円×10 人＝500 円です。 

※ 返金は受け付けられませんので、実際に使用してみてやりたい事ができるか確認してからお願いします。 

 

6 サポートサポートサポートサポートについてについてについてについて 

以下、不具合、要望は、お手数ですが、以下サイトにてご連絡ください。 

http://blogs.yahoo.co.jp/synthk100 

 

以上、 


